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編集 後記 にか えて

 ●本号は，『国際女性学 会』(代

表 幹事 ・岩 男寿美子慶応義塾大学

教 授)の 「女性 と職業 に関す る研

究分科会」 に よる研究 プ ロジ ェク

トか らの成果(初 年度分)を 収録

した。女性 の職業進 出が声高に と

りざた され “キ ャ リア・ウーマ ン”

の活躍が マスコ ミな どで話題 とな

る 昨今だが，「女が 働 くこと」に

は，「男」の職業生活のあ りよ うや

組織内 キャ リア発達の プロセス と

くらべて， どこに どうい う異同が

存在 してい るのであろ うか。

 ● 当該研究 プロジ ェク トは，都

内中小企業42社 の “女社長” たち

を対 象 とした面接調査 にも とつ く

る事 例研究である。42名 の女性た

ちが 「経営者」 へ と就任 してい っ

た契機 ・環境や時代背景 とのか ら

み，彼女た ちの経営行動や経営観

が，刻 明な面接聞 きと りを とお し

てほ り深 くさ ぐられ てい る。

 ● イ ンタヴs ・プロ トコール

か ら素描 された彼女たち の経営活

動や職業生活には興味深い点が多

々 あ る。た とxば ，“大卒 のお嬢

さん社 員”たちをあ ま り高 く評価

していない こと，反面，主婦 パー

トタイマーを “頼 り”にしている

面があ ること，経 営 に あ た っ て
“理 論 ・専 門知識 ”を 重視 して い

ること，で きれぽ “男”を後継者

に と強 く望 んでいるこ と， など。

これ らが より深 くは何 を意味す る

のか の解 明は当該 プ ロジ ェク ト2

年度以降での探索課題であ る。

 本モ ノグラフは また，「職場 とし

ての中小企業 と女性のかかわ り」

を も資料の許す範囲で考察を試み

てい る。関係者 には参考になる点

も多いであろ う。 ご p-Lのうx，

お寄 せいただけれぽあ りがたい と

思 う。

 ● ところで，私た ち 「社会心理

学班」に とって，昨年はひ とつ の

「節 目」 の年 で あった よ うな 気が

す る。

 昨年の5月 ，佐野(勝 男)が 常

任理事に選任 された。役 目は 「労

務」担当であ る。慶応義塾の財政

“汚れ役” と言
っても マァ 許 され

るのではあ るまいか。氏は 「慶応

への最後の ご奉公……」 とい った

ニュアンスの ことをつぶやかれて

いたが，お身体を くれ ぐれ も大切

Y'と い う気持であ る。

 ● また，昨年4月 に文学 部の社

会 ・心理 教 育学科に 「人 間科学」

専 攻が増設 され た。 そ し て槇 田

(仁)が ， この専攻 のいわ ぽ主任教

授 の役割 を負 うこととなった。い

ま風 の名前が受けた のか 「人間 の

総合的理解」が渇望 され てい る時

代 なのか，200人 もの学生が押 し

寄せ てきた ので あ る。「行 きがか

り上 しよ うが ない。や る以上は…

…」 と氏 の決断には一種悲壮な も

の も感 じられたが，“ゆ っく り(と

着実に)築 こ う新専攻 ” とい うの

が同専攻の一員 とな った私の気持

ではあ る。

 ● また，昨年 の9月 まで二期 に

わ た って大学院経営管理研究科委

員長の激職 にあった 関本(昌 秀)

は，この夏 か ら，半年 の研究休暇

感想 な りご意見 な りを私 たちまで/を とるこ とに なってい る。“リチ

「女 性 と職 業 のか かわ り」yy関 す ”.e的な 見 通 し を 考xる と， そ れ は

ヤージ”にむけ て欧米へ と旅立つ

予定 だ， とい う。そ して最後に，

私 自身 の状況をいえぽ， この5月

末に父親にあい な る とい う具合

だ。「男がいい?そ れ とも女?」

なぞ とさかんに聞かれ るのだが，

私 自身 どんな 「親」へ と変身 して

い くのかの予測を含めて “何 とも

言えない”気持ではあ る。

         (南 隆 男)
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